




BIND(バインド)について

※ BIND (バインド) とは：送信機モジュール(TM-222DS)はそれぞれ固有のID (固体識別) 番号を持っていて、そのID番号
   を受信機に記憶させること (BIND/バインド) です。
    BIND設定した送信機と受信機のセットでしか動作しないようになります。

① 送信機モジュールが装着されている送信機の電源スイッチをONします。
 　送信機モジュールのLEDが点灯している事を確認してください。

② 受信機(RX-442DS)のBINDボタンを押しながら、受信機側の電源スイッチをONします。
※ BINDボタンはLEDレンズにもなっていますので、BINDボタンを押すときはLEDの状態が見えるように押してください。 

③ 電源スイッチONと同時に受信機のLEDがゆっくりとした点滅に
　 なるのが確認できたら受信機のBINDボタンから指をはなし、
　 速やかに(約10秒以内)次の工程 ④へ進んでださい。 

受信機LEDの状態 (約0.5秒間隔の点滅)

④ 送信機モジュールのBINDボタンを1回押し、受信機のLEDが高速点滅になるのを確認してください。
※ 送信機モジュールのBINDボタンを押すのに時間がかかってしまうと受信機のLEDが消灯してしまいます。
　その場合は②に戻り再度やり直してください。

受信機LEDの状態 (高速点滅)

⑤ 数秒後、BIND設定が完了し受信機のLEDが点灯します。
    (受信機のLEDが高速点滅になった状態でそのまま送信機モジュールのBINDボタンを押し続けると、受信機のLEDが
    消灯しますが、この状態でもBIND設定は完了しています。)
　 サーボやFETスピードコントローラーなどを動作させて、BIND設定が完了したことを確認してください。

 
●出荷時にはBIND設定されていませんので、ご使用になる前に必ずBIND設定をおこなってください。
●M11やEXZES PLUSでBIND設定をおこなったあとで、送信機のチャンネル設定を変更 (2ch→4ch、4ch→2ch)
  した場合は再度BIND設定をおこなってください。
●新たに受信機を購入された場合は必ず新しい受信機とBIND設定をおこなってください。
●必ずBIND設定した送信機/モジュールと受信機のセットでお使いください。

注) 上記の受信機は配線が接続されていませんが、
 　 BIND設定する際には、サーボやFETスピード
　  コントローラー(モーターは除く)、バッテリー
  　等を接続した状態で行ってください。
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電源スイッチ
      ON ! 

受信機/FETスピードコントローラーの
電源スイッチをONします。
注) 受信機用電源の電圧が低いと設定が上手くでき
　  ませんので、十分に電圧のある電源をご使用   
　  ください。

※ スムーズな動作をしない場合は再度BIND設定をやり直してください。
　 BIND設定時に周囲にたくさんの2.4GHz帯のプロポが動作していたり、無線LANのアクセスポイントや電子レンジなど
　 の2.4GHz帯の製品が稼動していますと、その影響を受けてBINDが正しくおこなえない場合があります。
　 そのような場合は、場所や時間を変えて再度BIND設定をおこなってください。

BINDボタンを押しながら


